
今月の野菜

野菜情報 2023.630

アフリカ原産で、古代エジプトでも栽培さ
れていたとされる歴史の古い野菜のひとつで
あり、ハイビスカスに似た花をつける。和名
の響きのあるオクラだが、英名でも「Ｏｋｒ
ａ」。日本に伝わったのは江戸時代末期だが、
全国的な広がりはなく、本格的に栽培が始

まったのは近年になってからである。広く流
通しているものは断面が五稜形のものだが、
角のない丸さや型や赤いものもある。
オクラの表面を覆っているうぶ毛は鮮度の
目安になり、びっしりときれいに覆われてい
るものは新鮮な証拠である。

主要産地

オクラの需給動向	 調査情報部

オクラの花と実

赤オクラ

丸オクラと断面

資料：農林水産省「令和２年産地域特産野菜生産状況調査」
　注：図中の番号は収穫量の多い順番、期間は主な出荷期間を表している。

⑥香川県
　7月～9月

⑦宮崎県
　6月中旬～9月

⑧愛知県
　7月～9月

④熊本県
　5月～11月

⑩群馬県
　7月～9月

⑨徳島県
　7月～9月

②高知県
　3月～11月中旬

①鹿児島県
　周年

⑤福岡県
　5月～10月

③沖縄県
　6月上旬
　～9月下旬
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令和2年の作付面積は、878ヘクタール（平
成30年比104.9％）となり、30年に比べて
やや増加した。
上位5県では、
◦鹿児島県�426ヘクタール（同 111.2％）
◦高知県� 92ヘクタール（同 101.1％）
◦沖縄県� 73ヘクタール（同　81.1％）
◦熊本県� 46ヘクタール（同 109.5％）
◦宮崎県� 30ヘクタール（同 142.9％）
となっている。

令和2年の出荷量は1万1000トン（平成
30年比102.7％）となり、30年に比べてわ
ずかに増加した。
上位5県では、
◦鹿児島県� 4690トン（同 108.2％）
◦高知県� 2020トン（同 107.3％）
◦沖縄県� 899トン（同　81.7％）
◦熊本県� 738トン（同 102.9％）
◦福岡県� 376トン（同　75.4％）
となっている。

出荷量上位5県について、10アール当た
りの収量を見ると、高知県の2.23トンが最
も多く、次いで熊本県の1.75トン、福岡県
の1.56トンと続いている。その他の県で多
いのは、香川県の1.77トン、宮崎県の1.05
トンであり、全国平均は1.37トンとなって
いる。

作付面積・出荷量・単収の推移

資料：農林水産省「令和２年産地域特産野菜生産状況調査」

資料：農林水産省「令和２年産地域特産野菜生産状況調査」
　　　注：黄色は、出荷量上位５県以外で単収が多い２県および全国平均

資料：農林水産省「令和２年産地域特産野菜生産状況調査」
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国内の主な栽培品種を見ると、緑色の五角
種が多くを占めるが、沖縄などで一般的な丸

型や赤いさやの品種も見られる。日本では暖
地での生産がほとんどである。

作付けされている主な品種等

東京都中央卸売市場の月別入荷実績（令
和３年）を見ると、４月まではフィリピン
産が大部分を占め、５月以降に鹿児島産、
沖縄産、高知産などの国産が増える。ピー

クとなる７月には群馬産や熊本産も入荷し
10月までは国産品が多く、11月以降に再び
輸入品に切り替わる。

東京都・大阪中央卸売市場における月別県別入荷実績

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：令和３年東京都中央卸売市場年報

令和３年　オクラの月別入荷実績
　　　　　（東京都中央卸売市場計）
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都道府県名都道府県名 主 な 品 種

鹿 児 島 県 ブルースカイ、ニュースカイ

高 知 県 アーリーファイブ、グリーンソード

沖 縄 県 ブルースカイ、フィンガーファイブ、ジュピター

熊 本 県 ブルースカイ、エメラルド、グリーンソード

宮 崎 県 アーリーファイブ、スターライト

資料：関係者聞き取りにより農畜産業振興機構作成

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和３年東京都中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和３年　オクラの月別入荷実績
（東京都中央卸売市場計）
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大阪中央卸売市場の月別入荷実績（令和３
年）を見ると、４月まではタイ産とフィリピ
ン産が多く、５月から徐々に鹿児島産、高知
産、徳島産、福岡産、香川産といった国産が

増え、ピークは７月となる。10月以降は一
気に入荷量が減少し、11月以降は再び輸入
品が主流となる。

東京都中央卸売市場における国産オクラの
価格は、入荷が増える５月から10月までは
安くなり、11月以降に上昇し、国産の入荷
量が大幅に減少する１月から３月が最も高く
なる傾向がある。令和４年は１キログラム当
たり836～2233円（年平均973円）の間で

推移した。
輸入オクラの価格は、国産に比べて全体的
に安めに推移する傾向にあり、令和4年につ
いては同407～1033円（年平均785円）と
なった。

東京都中央卸売市場における価格の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和３年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

令和３年　オクラの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）

資料：農畜産業振機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

卸売価格の月別推移（国内産）

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：令和３年大阪市、大阪府中央卸売市場年報

令和３年　オクラの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）

タイ(56) タイ(55)
タイ
(66)

タイ
(39)

鹿児島
(51)

鹿児島
(50)

鹿児島
(45)

鹿児島
(36) 鹿児島

(32)
鹿児島(23) タイ(41)

フィリピン
(48)

フィリピン
(43)

フィリピン
(43)

フィリピン
(28)

鹿児島(32)

高知(19)

高知
(18)

高知
(15)

高知
(21)

高知(18)

高知(20)

フィリピン
(38)

タイ(45)

フィリピン
(16) タイ(16)

タイ(10)

徳島
(14)

徳島
(17)

徳島(15)

徳島(14)

高知(12)

フィリピン
(10)

徳島(8)

福岡(9)

香川(9)

香川(12)

タイ(12)

フィリピン
(4)

香川(8)

福岡(8)

福岡(10)

香川(10)
その他(1)

その他(2)
その他(6)

その他(1)

その他(4)

その他
(10)

その他(9)

その他(9)

その他(13)

その他(21) その他
(21)

その他…

0

50

100

150

200

250

300

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

トン

↓R3を点線にしたもの

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

卸卸売売価価格格のの月月別別推推移移（（国国内内産産））（円/kg）

（月）

令和２年

令和３年

令和４年

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

（円/kg）

（月）

令和２年

令和３年

令和４年



野菜情報 2023.634

生鮮オクラの輸入量（検査数量）は、
6000トン前後で安定して推移していたが、
令和２年、３年は4000トン前後であった。
国別ではフィリピンとタイが大部分を占めて

いる。冷凍オクラについては、平成27年を
ピークに大幅に減少傾向で推移していたが、
令和２年、３年は増加した。近年、タイ産の
シェアが増えている。

輸入量の動向

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）
※令和４年８月はデータ無し

資料：農林水産省「植物検疫統計」
　注：検査数量の数値である。
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オクラの粘り成分は水溶性食物繊維で、便
秘の予防や血糖値の上昇を抑え、悪玉コレス
テロールの吸収を妨げるといった働きが期待
される。
露地物は夏が旬だが、近年の需要増ととも
にハウス栽培も盛んで、ほぼ通年出回ってい
る。
実
み

は数日で成長し、採り遅れて大きくなっ

たものはすぐに硬くなってしまう。角が筋っ
ぽくなっていたり、茶色くなったりしたもの
は、育ち過ぎか鮮度が落ちているので避けた
い。
乾燥と低温に弱いため、ポリ袋に入れて冷
蔵庫の野菜室で保存。すぐに使わない場合は
塩ゆでして冷凍すると良い。

消費動向など

国・地域別輸入量の推移（冷凍）

資料：農林水産省「植物検疫統計」
　注：検査数量の数値である。
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